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京都大学大学院情報学研究科



情報学研究科アドミッション・ポリシー 

 

京都大学情報学研究科の掲げる「情報学」は、広く自然、人工、社会および生命シ

ステムにおける「情報」を対象としており、情報学研究科の教育研究は「人間・社会

と情報とのインターフェース」、「数理モデリング」、「情報システム」というキー

ワードを３本の柱とする「広い意味での情報学」で特徴づけられています。情報学研

究科ではこれらのキーワードに関連する個々の学術分野において新しい学術や技術を

創生するだけではなく、情報の本質を理解し、情報技術が人類・社会に与える影響を

理解し、情報に関する科学・技術が正しい方向に進展することを目指し、京都大学の

目指す地球社会の調和ある共存の実現に「広い意味での情報学」の視点から貢献して

います。 

 

情報学研究科はこのような研究科の理念を理解し、情報学研究科の掲げる「広い意

味での情報学」の学術や技術を熱意をもって学修し、また未来に向けて情報学の新た

な領域を開拓しようとする意欲を持った優秀な学生を、幅広く受け入れたいと考えて

います。そのため、学修・研究を志す学術分野についての一定の基礎学力を有してい

れば、理系・文系という枠組みにとらわれず、「広い意味での情報学」と関わる多様

なバックグラウンドの学生を、国内に限らず世界中から広く受け入れたいと考えてい

ます。また、既に社会に出て活躍している人に対しても、「広い意味での情報学」を

熱意をもって学ぼうとする人には、広く門戸を開いています。 

 

具体的には、京都大学が望む、優れた資質を有して学問に対する意欲に溢れた人材で、

情報学研究科の目指す「広い意味での情報学」に関わるいずれかの学術分野に関心を持

ち、その分野に関する基礎学力を有し、さらに高いコミュニケーション能力を有する人

材を、出身にとらわれずに幅広く受け入れたいと考えています。さらに博士後期課程で

は、「広い意味での情報学」の最先端の知見を熱意をもって学修し、それをもとに今後

の情報学の発展に寄与する学術の創生や技術開発の研究に熱意をもって取り組む人材

を受け入れたいと考えています。 
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情報学研究科の知能情報学専攻、社会情報学専攻および通信情報システム専攻には国際コースが設

置されており、国際コースでは英語だけでの修了が可能である。 

 

本募集要項における日時の表示については、すべて日本標準時間とする。 

募集要項に関しては和文で書かれた本募集要項が正規版であり、英文版は参考資料である。 
また英文版は http://www.i.kyoto-u.ac.jp/en/admission/application.html からもダウンロード可能である。 
 

Ⅰ．募 集 人 員  

知能情報学専攻        EA １２名 A社会情報学専攻        EA １３名 先 端 数 理 科 学 専 攻  ５名 

A数 理 工 学 専 攻        EA  ５名 システム科学専攻  ７名 通信情報システム専攻 １０名 

合   計    ５２名 

◎  知能情報学専攻、社会情報学専攻および通信情報システム専攻は国際コース若干名を含む。 
◎  社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜は、各専攻とも若干名募集 

 

Ⅱ．出 願 資 格 

◎ 次の各号のいずれかに該当する者、あるいは、平成３１年３月末をもって、該当する見込み

の者 
１ 日本の大学院の修士の学位又は修士（専門職）若しくは法務博士（専門職）の学位を有する者 
２ 外国において、本学大学院の修士課程又は専門職学位課程に相当する課程を修了した者 

（注１） 
３ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、本学大学院の修士課

程又は専門職学位課程に相当する課程を修了した者（注１） 
４ 我が国において、外国の大学の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度に

おいて位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程（本学大

学院の修士課程又は専門職学位課程に相当する課程に限る）を修了した者（注１） 
５ 国際連合大学（国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別

措置法（昭和 51年法律第 72号）第１条第２項の規定によるものをいう。）の課程を修了し、

修士の学位に相当する学位を授与された者（注１） 
６ 外国の学校、第 4号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、大学院

設置基準(昭和 49 年文部省令第 28 号)第 16 条の 2 に規定する試験及び審査に相当するもの

に合格した者であって、本学において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認

めた者（注２） 

７ 文部科学大臣の指定した者（注３、注４） 
８ 本研究科において、個別の出願資格審査により、修士の学位を有する者と同等以上の学力が

あると認めた者で、24歳に達している者（注４） 
 

注１．出願予定者で外国の大学院を修了した者及び外国において修士の学位を取得した者は、

原則として、下記のとおり事前の資格確認を要する。 
【中国（中国大陸および香港）の大学を卒業した（見込）者】 

京都大学アドミッション支援オフィスのホームページ（AAO、 
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education/international/students1/ku-aao.htm/）へアクセ

スし、資格の確認を行うこと。AAOによる資格確認の結果は、AAOから情報学研究科に

通知されることになっている。過去にAAOの出願確認を受け、出願資格を有すると確認さ

れた者は、資格の確認を行う必要はない。 
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【その他の国あるいは地域の大学を卒業した（見込）者】 
情報学研究科で資格の確認を行う。該当者は学歴調書及び修了証明書を平成３０年５月

２８日（月）午後５時までに、情報学研究科教務掛（総合研究８号館１階）に提出しなく

てはならない。 
なお、国によっては学校制度の違いから、Ⅴ項に定める出願資格審査が必要となる場合

があるので、注意すること。 
注２．出願資格６によると考えられる場合は、平成３０年５月末までに情報学研究科教務掛へ

連絡し、必要書類の指示を受けて、指示された期限までに当該書類を提出すること。事前

の出願資格審査を実施する。事前の出願資格審査を受けずに出願書類を提出しても受理し

ない。 
注３．大学を卒業し、又は外国において学校教育における１６年の課程を修了した後、大学、

研究所、研究機関、企業等において、２年以上の研究実績があり、学術論文、著書、研究

発表、特許等により、本学大学院修士課程修了者と同等以上の学力があると認められる者

であること。 
注４．出願資格７及び８による者は、事前に出願資格審査を受けなければならない。（出願資

格審査の項参照）事前の出願資格審査を受けずに出願書類を提出しても受理しない。 
 

Ⅲ．社会人特別選抜について 
前記Ⅱの出願資格を満たし、出願時において、官公庁、会社等に在職し、入学後も引き続きそ

の身分を有する者で、所属長等の推薦を受けた者を対象に特別選抜を行う。 
 

Ⅳ．外国人留学生特別選抜について 
外国人留学生で前記Ⅱの出願資格を満たし、所定用紙による「Letter of Recommendation（推

薦書）」が提出可能な者を対象に特別選抜を行う。推薦書は日本語または英語で記載のこと。 
 
Ⅴ．出願資格審査（出願資格７及び８による出願希望者） 

出願に先立ち資格審査を行うので、次の書類を、平成３０年５月２８日（月）午後５時までに

情報学研究科教務掛（総合研究８号館１階）に提出すること。郵送の場合は、必ず書留速達便と

し、封筒の表に「情報学研究科博士後期課程（平成３１年４月期）出願資格認定申請」と朱書す

ること。 
 

１． 出願資格審査必要書類（＊印は、募集要項に所定用紙が添付されている） 
提出書類は日本語または英語で作成すること。日本語あるいは英語でない書類には、日本語

訳あるいは英語訳を添付すること。 

＊ 1 出願資格認定申請・ 
調書 （出願資格７、８該当者） 

 2 卒業証明書（最終 
学歴） （出願資格７、８該当者）最終出身学校が作成したもの 

 3 成 績 証 明 書 （出願資格７、８該当者）最終出身学校が作成したもの 

 4 研 究 経 過 報 告 書 
（出願資格７、８該当者）入学後に研究・学修を希望する内容を

視野に入れて、これまでに研究・学修した内容を A４判１０枚程

度以下にまとめること。（様式随意） 
＊ 5 研究従事内容証明書 （出願資格７該当者）所属機関等が作成し、厳封したもの 

 6 資 格 免 許 証 等 （出願資格７該当者）専攻分野に関連する各種免許証等参考にな

ると思われる書類の写し（A４判として簡単な説明を付すこと） 

２．審査方法及び日程 
(1) 出願資格の認定申請をした者には、書類審査の後、口頭試問を行う。なお、提出された出

願書類等の審査によって口頭試問を省略することがある。 
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また、過去に本研究科の出願資格審査を受け、出願資格を有すると認定された者は、上記

必要書類の＊１の申請・調書のみ提出すれば十分である。口頭試問は省略する。 

(2) 口頭試問は、平成３０年６月６日（水）に本研究科において行う。 

(3) 資格審査の結果は、平成３０年６月１１日（月）に申請者あてに郵送により通知する。 

 

Ⅵ．博士後期課程出願書類等（＊印は、募集要項に所定用紙が添付されている） 

  提出書類は日本語または英語で作成すること。日本語あるいは英語でない書類には、日本語訳

あるいは英語訳を添付すること。提出書類に不正のある場合は失格とし、入学後に判明した場合

には、過去に遡って合格を取り消す。 
海外からの出願の場合に限って、当研究科ホームページから入学願書等をダウンロードして出

願することが可能である。 
http://www.i.kyoto-u.ac.jp/en/admission/application.html（英語） 

＊ 1 入 学 願 書 正確に記載のこと 
 2 修了（見込）証明書 最終出身学校が作成したものであって、入学年月および修了

（見込み）年月が明記されているもの。ただし、出願資格２、

３、４及び５該当者で「Ⅱ．出願資格」の（注１）により既

に本研究科に提出している場合は不要。 
 3 成 績 証 明 書 最終出身学校が作成したもの。 
＊ 4 推 薦 書 （外国人留学生で留学生特別選抜に出願する者のみ）最終出

身学校が作成したもの。 
 5 研 究 経 過 報 告 書 入学後に研究・学修を希望する内容を視野に入れて、これま

でに研究・学修した内容を A４判１０枚程度以下（様式随意、

研究発表等で用いた資料のある場合は別添可）にまとめるこ

と。ただし、日本語または英語で書かれた修士論文またはそ

の予定稿がある場合は、それをもって代えることができる。

また出願資格７及び８該当者で出願資格審査必要書類として

既に提出している場合は不要。 
 6 研 究 計 画 書 これまでの研究経過を踏まえ、博士後期課程での研究計画を

A４判２枚程度（様式随意）にまとめたものを提出すること。 
冒頭に出願専攻内の志望区分と出願者名を明記すること。 

 7 パ ス ポ ー ト の 写 
 

（外国人留学生のみ）顔写真のあるページの写を提出するこ

と。 
 8 入学検定料振込書類 

 
入学検定料については、「ＥＸ-決済」にて支払うこと。以下

の URLにアクセスし、画面の指示に従って入学検定料（３０，

０００円）を支払い、支払い確認画面から収納証明書を印刷

したものを必ず出願書類と共に提出すること。 
 
https://www3.univ-jp.com/kyoto-u/inf/ 

 

振込期間 平成３０年６月１３日（水）～６月２６日（火）

（最終日は午後５時まで） 

                  （期間外取扱不可） 

 
＊日本国内から出願する場合 

指定のコンビニエンスストア、クレジットカード（VISA、

Master Card 、 JCB 、 AMERICAN EXPRESS 、 Diners Club 

INTERNATIONAL）、金融機関 ATM（Pay-easy)または指定のネッ

トバンキングのいずれかで支払うこと。（出願者本人の名義で

はない（例：両親等）クレジットカードや銀行口座での支払

いも可能。） 
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＊日本国外から出願する場合 

クレジットカード（VISA、Master Card、JCB、AMERICAN EXPRESS、

Diners Club INTERNATIONAL）により支払うこと。（出願者本

人の名義ではない（例：両親等）クレジットカードでの支払

いも可能。）居住している国、地域の事情等により、クレジッ

トカードでの支払いができない場合は、６月４日（月）まで

に１８頁の【問合せ先】に連絡すること。 

 

【入学検定料の免除等について】 

※１ 国費留学生入学検定料は不要である。国費留学生であ

ることが分かる証明書等（写も可）を提出すること。 

※２ 本学大学院修士課程修了見込み者は不要である。 
※３ 平成２３年３月に発生した東日本大震災または平成２

８年４月に発生した熊本地震による災害救助法適用地域にお

いて、主たる家計支持者が被災した者については、罹災証明

書等を得ることができる場合は、入学検定料を免除すること

がある。詳細については、平成３０年６月１１日（月）まで

に情報学研究科教務掛まで問い合わせること。 
＊ 9 入学手続き書類送付

用 シ ー ル 
入学手続き書類送付用とし、所定の用紙に平成３１年３月上

旬の住所・氏名・郵便番号を記入すること。（提出後、住所変更

があった場合には、速やかに届け出ること。） 

＊ 10 受 験 票 送 付 用 封 筒 
（募集要項添付の封

筒を使用する場合） 

募集要項添付の封筒に、６８２円分の切手（速達・簡易書留扱い）

を貼り、平成３０年７月下旬（先端数理科学専攻においては、７

月上旬)に受験票を受け取る住所・氏名・郵便番号を記入のこと。 
＊ 11 合否結果通知書送付

用封筒 

（募集要項添付の封

筒を使用する場合） 

募集要項添付の封筒に、平成３０年８月中旬（先端数理科学

専攻においては、７月下旬)に受け取る住所・氏名・郵便番号

を記入すること。（提出後、住所変更があった場合には、速やかに届

け出ること。） 

 12 あ て 名 票 Ａ 
（海外からの出願の

場合で募集要項をダ

ウンロードして出願

す る 場 合 ） 

受験票送付用とし、所定の用紙に平成３０年７月下旬（先端

数理科学専攻においては、７月上旬)の住所・氏名・郵便番号

を記入すること。 

 13 あ て 名 票 Ｂ 
（海外からの出願の

場合で募集要項をダ

ウンロードして出願

す る 場 合 ） 

合否結果通知書送付用とし、所定の用紙に平成３０年８月中

旬（先端数理科学専攻においては、７月下旬)の住所・氏名・

郵便番号を記入すること。 

 14 あ て 名 票 Ｃ 
（海外からの出願の

場合で募集要項をダ

ウンロードして出願

す る 場 合 ） 

入学手続き書類送付用とし、所定の用紙に平成３１年３月上

旬の住所・氏名・郵便番号を記入すること。（提出後、住所変更

があった場合には、速やかに届け出ること。） 

 15 T O E F L / T O E I C 
ス コ ア 票 
 
 
 
I E L T S ス コ ア 票 

（該当者のみ） 
TOEFL テストの ETS から送付された公式スコアレポート
(Examinee  Score Reports)の写あるいはTOEIC個人用公式
認定証(Official Score Certificate)の写を提出すること。 

（社会情報学専攻志願者のみ） 
TOEFL テストの ETS から送付された公式スコアレポート
(Examinee  Score Reports)/TOEIC 個人用公式認定証
(Official Score Certificate)/IELTS の成績証明書(Test Report 
Form)の写を提出することができる。 
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詳細はⅦ．TOEFL／TOEIC／IELTS テスト受験に関する注
意事項に従うこと。 

＊ 16 選 択 科 目 申 告 表 （数理工学専攻志願者のみ） 
（注１）本学他研究科の在学生で合格した場合は、入学手続時に退学（または修了）証明書の提出が必要である。 
     
（注２）外国人留学生で合格した者は、本学への入学に際して、在留資格（留学）、在留期間の記載された住民票の

提出が必要である。 
（注３）知能情報学専攻、社会情報学専攻、通信情報システム専攻では、英語能力の評価に TOEFL／TOEIC／IELTS

（ただし IELTS は社会情報学専攻のみ）テストのスコアを利用する。詳細についてはⅦ．TOEFL／TOEIC
／IELTS テスト受験に関する注意事項を参照のこと。 

（注４）TOEFL／TOEIC／IELTS テストのスコア票の提出のない場合は、英語能力の評価を０点として扱う。 
 
◎社会人特別選抜枠に出願する者は、上記書類の他、下記の書類を提出すること。（＊印は、募集要

項に所定用紙が添付されている） 

＊ 推 薦 書 所属の長又は指導的立場にある者が作成したもの。 

 研 究 実 績 調 書 在職中に行った研究実績を志望する研究分野の視点から記載す

ること。（A４判、様式・分量随意） 
 

Ⅶ．TOEFL／TOEIC／IELTS テスト受験に関する注意事項 

１．各自で TOEFL テスト、TOEIC Listening & Reading テストまたは IELTS テストの申込手

続きを行い、受験すること。TOEFL、TOEIC､IELTS テストの受験に必要な費用は各自で負担

すること。 
２．ペーパー版 TOEFL（TOEFL PBT）、インターネット版 TOEFL（TOEFL iBT）のいずれか

の ETS から送付された公式スコアレポート(Examinee  Score Reports)の写、TOEIC の個人

用公式認定証(Official Score Certificate)の写、または IELTS の公式成績証明書(Test Report 
Form)の写を出願時に提出すること。 

３．出願締切日の２年前以降に受験した TOEFL／TOEIC／IELTS テストのスコア票に限り提出

が可能である。団体試験用の TOEFL ITP のスコア票やカレッジ TOEIC 等の団体特別受験制

度（IP テスト）は受け付けないので注意すること。 
４． TOEFL､TOEIC､IELTS を合わせて複数回受験している場合、そのうちいずれか１つのスコ

ア票を提出すること。 
５．TOEFL PBT、TOEFL iBT のスコアについては、米国の Educational Testing Service(ETS)
が公表している換算表に従って換算する。 

TOEICの得点については、 TOEIC得点×0.348＋296 = TOEFL PBT得点 によりTOEFL  
PBT の得点に換算する。 
IELTS のスコアについては、英国 Sheffield 大学の英語教育センターの点数比較表に従って

TOEFL の得点に換算する。 
６．出願時に上記２で指定するスコア票等の提出が間に合わない場合は、出願時に、その旨を明

記した書面を提出すれば、８月６日の最初の試験科目の開始前に、試験会場での提出を認める。

ただし、その時点で提出されない場合は、提出なし（すなわち、英語能力の評価を０点）とし

て扱う。 
 
Ⅷ．出願手続き及び注意 
１．出願者は、出願書類等を次の提出先（受付会場）へ持参または、郵送により提出すること。 
 郵送の場合は、封筒の表に「情報学研究科博士後期課程（平成３１年４月期）出願書類在中」

と朱書し、必ず書留速達便とし、次の郵送先へ郵送すること。なお、提出された出願書類に不

備があれば、こちらから問い合わせることがある。 
２．受験票の発送により、受理したことへの通知に代える。 
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３．出願書類受理後は、原則として出願事項の変更は認めず、出願書類が受理された場合の入 
学検定料の払い戻しには応じない。原則として、提出さ 
れた出願書類は返却しない。 

 ４．外国の大学を卒業並びに大学院を修了した者及び外国において修士の学位を取得した者につ 
いて、合格発表の後に、入学資格の確認を行う場合がある。京都大学の定める入学資格に該当 
しない場合は、入学試験において合格と判定されても、入学手続きが受理されない。 

 
【出願書類等受付日】   

平成３０年６月２５日（月）および６月２６日（火） 

     受付時間：午前１０時から午後５時まで。（正午から午後１時の間を除く。） 

     （郵送による受付は、６月２６日（火）午後５時までの到着分とする。） 

 提出先 

【受付会場】   京都市左京区吉田本町 

            京都大学大学院情報学研究科事務室（総合研究８号館）  

（裏表紙構内図参照） 

 郵送の場合 

【郵送先】    〒606-8501 京都市左京区吉田本町 

            京都大学大学院情報学研究科教務掛  TEL (075)753-4894、5500 

 

５．障害等があって受験上の配慮を必要とする出願者の事前相談を受け付ける。相談の内容によ

っては対応に時間を要することもあるため、相談依頼文書（様式随意、ただし下記情報を含む

こと）に障害者手帳の写し又は医師の診断書を添付し、６月１５日（金）までに上記出願書類

提出先に持参または郵送により提出すること。 

  【相談依頼文書に明記する事項】 

  ・氏名、生年月日、性別、住所、電話番号、メールアドレス 

   ・志望専攻名、課程（修士・博士後期） 

   ・障害等の種類、程度 

   ・希望する配慮事項 

 

Ⅸ．入学者選抜方法及び検査日程 

１．入学者の選抜は、次の日程により本研究科において行う。（専攻により日程が異なるので注意

すること。） 

 
◎博士後期課程（平成３１年度４月期）試験日程 
  試験科目の内容、出題範囲、選択形式などの詳細については、後掲Ⅹに記載されているので、

各専攻とも熟読すること。 
 

※１ 全専攻について、提出された出願書類等の審査によって、筆記試験の一部または全部を省略することがあ

る。省略する場合には、願書に記載された現住所宛に平成３０年７月２０日（金）までに連絡{先端数理科学

専攻においては、平成３０年７月１０日(火)に情報学研究科事務室前入試用掲示板（総合研究８号館１階）

に掲示}する。 
※２ 留学生特別選抜及び社会人特別選抜欄の＊印は、それぞれの特別選抜において受験を課す科目を示す。 

専攻名 月  日 試験時間 試  験  科  目    留学生特

別選抜 
社会人特

別選抜 

先端数理科学 ７月１３日(金） 
10:00～12:00 

13:30～ 

筆記試験 
口頭試問 (注１) 

  ＊ 
 

   ＊ 
 

 ７月１４日（土）  予備日  (注２)   
注１： 筆記試験の結果によって口頭試問を省略することがある。また予め筆記試験が省略された志願者の口頭

試問時間は、７月１３日（金）午前９時３０分までに、情報学研究科事務室前入試用掲示板（総合研究８号館

１階）に掲示し、１３時３０分よりも早くに開始することがある。筆記試験を受験した志願者の口頭試問時間
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は、前述の掲示板に午後１時２０分までに掲示する。 
注２： 暴風警報の発令等により試験実施が困難な場合には、予備日を利用して試験の実施日程を繰り下げるこ

とがある。試験日を変更する場合は、試験当日の朝に WEBページ（http://www.i.kyoto-u.ac.jp/）にて告知す

るので、受験生は必ず確認すること。 

 

専 攻 名 月  日 試験時間 試  験  科  目 
留学生特

別選抜 

社会人特

別選抜 

知 能 情 報 学 
８月６日（月） 13:00～14:30 専門小論文 ＊ ＊ 
８月７日（火） 10:00～ 口頭試問 ＊ ＊ 

 ８月８日（水）（注）  予備日   

社 会 情 報 学 ８月６日（月） 

10:00～12:00 

13:00～15:00 

16:30～ 

情報学基礎 
専門科目 
口頭試問 

＊ 
＊ 
＊ 

＊ 
＊ 
＊ 

 ８月７日（火）（注）  予備日   

数 理 工 学 
８月６日（月） 13:00～16:00 専門科目 ＊  

８月７日（火） 13:30～ 口頭試問 ＊ ＊ 
 ８月８日（水）（注）  予備日   

シ ステム科学 ８月６日（月） 
10:00～12:00 

13:00～ 

専門科目 
口頭試問 

＊ 
＊ 

＊ 
＊ 

 ８月７日（火）（注）  予備日   
通 信 情 報 
シ ス テ ム ８月６日（月） 

9:00～12:00 

14:00～  

専門科目 
口頭試問 

＊ 
＊ 

 
＊ 

 ８月７日（火）（注）  予備日   
注： 暴風警報の発令等により試験実施が困難な場合には、予備日を利用して試験の実施日程を繰り下げるこ

とがある。試験日を変更する際は、試験当日の朝に WEBページ（http://www.i.kyoto-u.ac.jp/）にて告知す

るので確認すること。 

 

２．受験票は、出願時に指定された受け取り先の住所に７月下旬（先端数理科学専攻においては、

７月上旬)に郵送する。７月３１日（火）（先端数理科学専攻においては、７月９日（月））ま

でに受験票が届かない場合は、本要項【問合せ先】に記載のメールアドレスに問い合わせること。 

  なお、海外在住者には受験票をスキャンしたＰＤＦファイルを入学願書に記載のメール宛に送

付するので、紙に印刷したものを持参すること。 

３．試験場等受験に関する注意事項の掲示について 

掲示内容については各自で確認すること。電話等による問い合わせには応じない。 

① 先端数理科学専攻 

 日 時：７月１２日（木）午後１時以降 
場 所：情報学研究科事務室前入試用掲示板 

（総合研究８号館１階：裏表紙構内図参照） 
② 知能情報学専攻、社会情報学専攻、数理工学専攻、システム科学専攻、通信情報システム

専攻 
 日 時：８月３日（金）午後１時以降 
場 所：情報学研究科事務室前入試用掲示板 

（総合研究８号館１階：裏表紙構内図参照） 
４．試験当日は、試験開始２０分前までに当該試験室前に集合すること。なお、口頭試問につい

て、専攻によって別の指示があるときはその指示に従うこと。 

５．学力検査（筆記試験）に関する注意事項 

① 試験室では必ず受験票を携帯し、試験監督の指示に従うこと。 

② 試験に使用を許す筆記用具等は、鉛筆・万年筆・ボールペン・シャープペンシル・鉛筆削
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り・消しゴム・定規・時計（計時機能だけのもの）に限る。スマートフォン・携帯電話等

を机の上に出すことはできない。 
③ 辞書・事典（電子辞書を含む）の使用を許可しない。 
④ その他参照物については、専攻の指示に従うこと。 
⑤ 試験開始時間に遅れた場合は、各科目とも試験開始後３０分以内に限り入室を認める。 
⑥ 欠席した科目の点数は０点として扱う。２科目以上欠席した場合は失格として扱うので、

以後の科目を受験することはできない。 
６．口頭試問に関する注意事項 

口頭試問の対象者で口頭試問を欠席した場合は失格として扱う。 
 

X．専攻志望区分及び試験科目についての補足 

１．各専攻の志望区分及び試験についての補足は、９頁以降に記載。 
２．志望区分について 

入学願書の所定欄及び研究計画書冒頭に、志望する専攻の志望区分の中から１つのみを選択

して記入すること。志望区分の選択にあたっては、出願に先立ち、当該区分に属する本研究科

の教員と連絡をとり、研究方向の適性等について十分な指導を受けておくこと。 

（注意） ※印を付した志望区分は今回募集を行わないので、選択することはできない。 

 

なお、「志望区分案内」は http://www.i.kyoto-u.ac.jp/admission/application.html 
に掲載されているので、出願前に必ず確認すること。 
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（１）知能情報学専攻 

（ア）研究経過報告書についての補足 
出願までの研究成果をＡ４用紙２ページ以上１０ページ程度以下（様式自由）に日本語また

は英語で記載すること。修士論文を執筆した場合は、必ず修士論文も提出すること。 

（イ）研究実績調書についての補足 
主要な学術論文（修士論文以外で公表されたもの）があれば、合わせて提出すること（提出

できるのは３編以内）。 

（ウ）専門小論文についての補足 
志望区分ごとに出題する。志望区分における大学院博士後期課程での研究課題に関連する出

題を行う。 

（エ）口頭試問についての補足 
「これまでに行った研究の概要と希望する研究」に関して 10 分程度の発表と数分の質疑を日

本語あるいは英語で行う（発表に使用できる機器は書画カメラのみであるので、各自Ａ４用紙を

用いてプレゼンテーション用の発表資料を準備し、口頭試問に臨むこと）。 

（オ）筆記試験についての補足 
     筆記試験は、日本語と英語が併記で出題される。解答は日本語あるいは英語で行うこと。  

  （カ）合格者決定に関する補足 
   専門小論文の点数、口頭試問の点数(出題書類の内容評価を含む)、TOEFL/TOEIC スコア、

各志望区分の受入れ可能な学生数を総合して合格者を決定する。配点は、専門小論文 100 点、

口頭試問 200 点、TOEFL/TOEIC スコア 100 点である。 

（キ）志望区分及び研究分野 

志望区分 研    究    分    野 

知－１ 
脳情報学、ブレイン・デコーディング、ブレイン・マシン・インターフェース、脳イメー

ジング、計算論的神経科学、視覚科学 

知－２ 
心理情報学、高次脳機能、認知神経心理、認知的インタフェース、ニューロマーケティン

グ、認知科学 

知－３ 
認知コミュニケーション、認知神経ダイナミクス、コミュニケーション神経情報学、多感

覚情報統合、脳機能計測 

知－４◎ 
計算論的認知神経科学、計算脳科学、意思決定と強化学習、社会知性の脳計算、脳型知能

と機械学習、ヒト fMRI 実験と理論 

知－５ 知能計算、知識発見、計算論的学習、機械学習のための最適化 

知－６ 集合知システム、機械学習、データマイニング、ヒューマンコンピュテーション 

知－７ 会話情報学、人工知能、インタラクション、視覚計算、認知的デザイン 

知－８ 言語メディア、言語情報処理、言語解析、言語生成、機械翻訳、情報検索 

知－９ 
音声メディア、音声認識・理解、音楽情報処理、会話ロボット、統計的信号処理・パター

ン認識 

知－10 画像メディア、視覚情報処理、コンピュータ・ビジョン 

知－11 映像メディア、人物行動観測・解析、３次元モデル処理、実世界情報処理 

知－12 ネットワークメディア、インターネット、情報セキュリティ、アルゴリズム、計算複雑性 
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知－13 
メディアアーカイブ、言語理解、言語生成、言語知識獲得、思考・認識の言語化、シンボ

ルグラウンディング 

知－14 バイオ情報ネットワーク、バイオインフォマティクス、数理生物情報学、複雑ネットワーク 

 
◎連携ユニット（知－４）について 

   本専攻では、知能情報学の基盤となる脳の計算論的理解に関する教育・研究を推進する目的

で、理化学研究所脳科学総合研究センターとの間で「計算論的認知神経科学連携ユニット」を

設置している。 
   連携ユニットは本専攻教員と上記機関の連携教員で構成され、本専攻教員の主任指導のもと

で、連携教員から研究指導補助を受ける。履修要件や修了要件は、他を志望した学生と同一で

ある。連携ユニットの連携教員や研究分野については、知能情報学専攻のホームページを参照

のこと。 
    

（ク）専攻のホームページ 
http://www.ist.i.kyoto-u.ac.jp/
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（２）社会情報学専攻 
(ア) 専門科目についての補足 

願書に記入された志望区分の分野から出題された３題について解答すること。 
 

(イ) 情報学基礎についての補足 
情報学基礎に関する筆記試験は以下に指定した教科書の内容から５問出題する。このうち、

３問を解答時に選択して解答すること。 
・入門 コンピュータ科学 IT を支える技術と理論の基礎知識（J. Glenn Brookshear 著、 
神林靖・長尾高弘 翻訳、KADOKAWA/アスキー・メディアワークス 出版、 
ISBN-10: 4048869574、ISBN-13: 978-4048869577） 
※ただし、第 10 章「コンピュータグラフィックス」は出題範囲から除く。 

 
(ウ) 筆記試験についての補足 

    筆記試験は、日本語と英語が併記で出題される。日本語あるいは英語で解答すること。  
  
(エ) TOEFL／TOEIC についての補足 
  社会情報学専攻では TOEFL および TOEIC とともに IELTS テストを認める。 
  扱いについては５頁Ⅶ. TOEFL／TOEIC／IELTS テスト受験に関する注意事項を参照。 

 
(オ) 口頭試問についての補足 

口頭試問では、提出された研究計画書の内容について、日本語あるいは英語で１０分以内の 
プレゼンテーションを口頭で行い、その後に質疑を行う（スライド等は使用しない）。 
なお、研究計画書の書式は次の（社会情報学専攻研究計画書の書式について）を参照する

こと。 
 

(カ) デザイン学大学院連携プログラム第三年次編入についての補足  
  研究科博士後期課程入学時に、同時にデザイン学大学院連携プログラム第三年次編入を希望

する学生は、願書提出に先立って専攻長に連絡を取ること。  
デザイン学プログラム URL http://www.design.kyoto-u.ac.jp/ 

 
(キ) 研究計画書の書式についての補足 

様式 
口頭試問では、出願者は提出された「研究計画書」に従ってこれまでの研究経過、博士後期

課程での研究計画を 10 分以内で説明し、その後質疑を受ける。PC、液晶プロジェクター等

を用いたプレゼンテーションは行わない。 
試験官には出願者が提出した「研究計画書」のコピーを配布する(出願者がコピーを用意す

る必要はない。 
試験官は「研究計画書」のコピーを見ながら出願者の説明を聞くため、「研究計画書」の作

成にあたっては、簡潔で分かりやすいものとなるよう各自工夫すること。（たとえば要点を

まとめた図や表などを用いて内容を表現し、どの部分を説明しているかを明確にするために

それぞれのスライドや図表にキャプションを加えるなど）。 
なお、「研究計画書」のコピーはモノクロで行う(色を多用したものは、モノクロコピーする

と読みにくくなることがあるため注意すること)。 
 
書式 
A4 判 2 枚以下(片面 2 枚 2 ページ以内)で作成すること。 
先頭ページには冒頭に出願者名と志望区分を明記すること。研究テーマの記載は任意とする。

応募に至った経緯および指導を希望とする教員との連絡の経緯の詳細についても記述する

こと。 
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ページは左右上下とも 2.5cm 以上の余白を設定すること。 
文字フォントサイズは刷り上り 10.5 ポイント以上とする。 
PowerPoint のスライドを載せる場合は、その大きさは１スライド当たり 1/4 ページ以上の

サイズとする。 
 

  (ク) 志望区分及び研究分野 

表に記載のない志望区分は、今回は募集しない。 

志望区分 研    究    分    野 

社－１ データベース、情報検索、データマイニング、Web 工学、ユーザ生成コンテンツ、O2O(Online 
to Offline)  

社－２ ヒューマンロボットインタラクション、知能ロボティクス、センサネットワーク、インタ

ラクション、コミュニケーションロボット、人工知能、サイバーフィジカルシステム 

社－３ あらゆる情報の共有環境の実現、社会情報分析、Web 情報分析、ソーシャルネットワーク

分析、クラウドソーシング、情報検索、情報アクセスインタフェース 

社－５ ネットワーク経済のデザイン、クラウドソーシング、インセンティブデザイン、マルチエ

ージェントシステム 

社－６ 安全・安心な情報社会の確立、暗号・認証、暗号通貨、クラウドセキュリティ、プライバ

シー保護 

社－８ 生物資源の利用と保全、農業生産システムの評価、バイオロギング、絶滅危惧種の保全 

社－９ 
生態系の保全と利用、生態系サービスの評価、水と物質循環のモニタリング、環境情報の

収集・アーカイブ・利用 

社－10 

総合防災施策のデザイン、災害リスク管理、災害の経済分析、災害復興、防災計画、災害

リスクガバナンス、災害リスク・コミュニケーション、災害リスク制御、災害リスクファ

イナンス 

社－11 
災害リスク・コミュニケーションのデザイン：防災心理学、災害情報、減災・防災文化、

防災教育、災害復興、防災制度論、災害危機管理のガバナンス 

社－12 

災害情報システムのデザイン、危機管理、災害対応、災害時情報収集、レスキュー活動、

避難行動、リスク・コミュニケーション、GIS、時空間データベース、防災データサイエ

ンス 

社－13 
情報化時代の医療の創出、電子カルテ、遠隔医療、EHR、データヘルス、ヘルスツーリズ

ム、医用 VR、画像診断支援、医療・病院管理 

社－14 

教育・学習工学、e ラーニングシステム、ラーニングアナリティクス、教育データサイエ

ンス、モバイル・ユビキタス学習環境、協調学習環境、適応的学習環境、情報倫理教育、

情報システム運用管理 

   
 

(ケ) 専攻のホームページ 
http://www.soc.i.kyoto-u.ac.jp/ 
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（３）先端数理科学専攻 

 

 (ア) 提出書類についての補足説明 
研究経過報告書は、予定している修士論文の内容を視野に入れて、Ａ４判１０枚程度以下に

纏めること。日本語または英語で書かれた修士論文またはその予定稿がある場合は、研究成果

報告書に代えてそちらを提出することが望ましい。 
 

(イ) 専門科目についての補足 
願書に記入された志望区分に関連する専攻学術について、筆記試験を行う。 

 
(ウ) 口頭試問についての補足 

筆記試験の結果により、口頭試問を省略する場合がある。口頭試問の時間は概ね４０分を予

定しているが、提出された書類の審査等により、試問時間を短縮することがある。 
志願者には研究経過報告書等の内容を３０分程度口頭発表（発表時間を短縮する場合があ

る。）してもらい、その上で発表内容及び志望する研究分野等に関する質疑応答を行う。発表に

際して黒板およびＰＣ用のプロジェクターは試問室に準備しているが、ノートパソコン等は準

備していない。発表の際に利用する機器についての希望や質問がある場合は、出願時に本研究

科事務室教務担当に申し出て予め確認しておくこと。 
筆記試験の結果により口頭試問を省略した場合の扱いは、不合格である。 

 
(エ) 志望区分及び研究分野 

志望区分 研    究    分    野 

先端－１ 応用解析学、逆問題、非線型問題、偏微分方程式、数値解析、確率論、フラクタル解析 

先端－２ 非線形力学、非線形振動系、計算物理学 

先端－３ 理論神経科学、非平衡・非線形物理学、ネットワーク結合力学系 

先端－４ 数値シミュレーション、計算力学、計算工学 

先端－５ 流体力学、希薄気体力学、流体の数値計算 

  
(オ) 指導教員について 

    先端数理科学専攻では、入学後の指導教員は、原則として本専攻の教授または准教授の中か

らあてる。 
 

(カ) 専攻のホームページ 
http://www.acs.i.kyoto-u.ac.jp/ 
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（４）数理工学専攻 

 
(ア) 専門科目についての補足 

願書に記入した志望区分以外の区分を出願時に１つあらかじめ選択し、「選択科目申告

表」に明記して提出すること。試験では、どの受験者からも申告がなく、受験者の志望区分

でもない区分からは出題しない。各受験者は、願書に記入された志望区分から２題（必須）、

その他の志望区分から１題（選択）、計３題を解答すること。（今回は志望区分 数－７から

は出題しない） 
  筆記試験は英語で出題される。日本語あるいは英語で解答すること。 
 

(イ) 口頭試問についての補足 
これまでの研究経過、これからの研究計画について２０分発表の後、１０分程度の質疑応

答を行う。発表にあたって、プロジェクター等の使用は可能である。 
 

(ウ) 志望区分及び研究分野 
  ※については、今回は募集しない。 

志望区分 研    究    分    野 

数－１ 数理解析、ソリトン・可積分系の数理、行列・固有値アルゴリズム 

数－２ 離散数理、組合せ最適化アルゴリズム、グラフ・ネットワーク、計算の複雑さ 

数－３ 最適化数理、数理計画の理論と応用、オペレーションズ・リサーチ 

数－４ 制御システム論、ロバスト最適制御、システム同定・モデリング 

数－５ 物理統計学、非線型・複雑系の基礎理論、確率過程の基礎と応用 

数－６ 力学系、微分方程式、数理物理学 

※数－７ 数理ファイナンス、ファイナンス工学 

数－８ 応用数理モデル、モデル論、社会・情報システムモデリング 

  
(エ) 専攻のホームページ 

http://www.amp.i.kyoto-u.ac.jp/ 
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（５）システム科学専攻 

(ア) 専門科目についての補足 
願書に記入された志望区分から１題、その他の志望区分から１題の計２題を解答すること。 

ただし、社会人特別選抜の区分での受験者については、願書に記入された志望区分からの２ 
題を選択しても良い。日本語あるいは英語で解答すること。配点は１題１００点、合計２０

０点である。 

(イ) 口頭試問についての補足 
これまでの研究経過、これからの研究計画について２０分発表の後、１０分程度の試問を

行う。パソコン等による発表準備をし、日本語あるいは英語で発表すること。配点は２００

点である。 

(ウ) 英語について 
英語の試験は課さない。 

(エ) 合格者決定についての補足 
専門科目と口頭試問の結果、各志望区分の受け入れ可能な学生数を総合して合格者を決定

する。 

(オ) 志望区分及び研究分野 
「シ－１０」を志望する場合は、研究分野表の下に記載の（補注）にしたがうこと 。 

志望区

分 細目 研    究    分    野 

シ－１＊  機械システム制御、システム制御理論、メカトロニクス応用 

シ－２  ヒューマンシステム論、プロセスデータ解析・制御、生体・医療情報処理 

シ－３  統合動的システム論、最適制御、非線形システム理論、分散制御理論 

シ－４  適応システム論、情報統計力学、情報通信理論、統計的学習理論 
シ－５  数理システム論、統計学、機械学習、データ科学 
シ－６  情報システム、情報ネットワーク、モデル化と性能評価、待ち行列理論 

シ－７  
論理生命学、知性と生命のモデル、強化学習、システム神経生物学、 
バイオインフォマティクス 

シ－８  医用工学、医用システム、医用画像解析 
シ－９  応用情報学、スーパーコンピューティング、高性能並列計算 
シ－10 (a) 計算神経科学、ブレインネットワークインターフェース  

 

 (b)＊ 局所回路情報処理、神経情報の解読  
 

 (c)＊ 大脳基底核と神経修飾物質、進化ロボティクス  
 

 (d) 統計的データマイニング、統計的パターン認識  
 

シー11  自動車の運動制御・安全性・省エネルギー 

 （補注） 志望区分「シ－１０」は以下の（キ）にある連携ユニットに対応する。この区分を志望す

る場合は、例えば「シ－１０(a)」のように、研究分野についての細目を付記すること。 

＊印の「志望区分」および「志望区分（細目）」に関しては、今回は配属しない。 
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(カ) 専攻のホームページ 

http://www.sys.i.kyoto-u.ac.jp/ 

 

(キ) 連携ユニットについて  

システム科学に関する幅広い視野を有する高度人材の養成を目的として、ＡＴＲ脳情報研究

所、理化学研究所脳科学総合研究センター、沖縄科学技術大学院大学との間で「計算神経科学

連携ユニット」を設置し、また、ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所との間で「計算知

能システム連携ユニット」を設置している。これら連携ユニットの研究内容は下記のとおりで

ある。  

 

計算神経科学連携ユニット（志望区分：シ－１０(a)(b)(c)）  

計算神経科学、ブレインネットワークインターフェース、局所回路情報処理、神経情報の

解読、大脳基底核と神経修飾物質、進化ロボティクス  

 

計算知能システム連携ユニット（志望区分：シ－１０(d)）  

統計的データマイニング、統計的パターン認識  

 

各連携ユニットは当研究科教員のほか上記の他機関からの連携教員で構成され、当研究科教

員の主任指導の下で他機関の連携教員からの研究指導補助を受ける。その他の履修要件、修了

要件は同一である。これら連携ユニットを担当する他機関の連携教員はシステム科学専攻のホ

ームページで公開している。  

詳細は、以下の問い合わせ先に問い合わせられたい。 

 

【連携ユニットについての問合わせ先】  

〒606-8501 京都市左京区吉田本町 

京都大学大学院情報学研究科システム科学専攻長 下平 英寿 

TEL(075)753-5492 （時間 平日：午後１時～午後５時） 
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（６）通信情報システム専攻 

(ア) 専門科目についての補足 
願書に記入された志望区分における大学院博士後期課程での研究課題に関連する３題が出題

される。３題とも解答すること。 
 

(イ) 筆記試験についての補足 

筆記試験は、日本語あるいは英語で解答すること。 
 

(ウ) 口頭試問についての補足 
一人あたり１５分程度の口頭試問を行う。受験者は、これまでの研究内容および博士後期課

程における研究計画を説明する。説明時間は８分とする。書画カメラおよび PC 用のプロジェ

クタは試問室に準備している。PCは準備していないので、必要なら各自で持参すること。 

 

(エ) 志望区分及び研究分野 

志望区分 研    究    分    野 

通－１ 論理回路、アルゴリズム、離散構造、計算量 

 通－２ 並列計算機構、算術演算回路、ハードウェアアルゴリズム 

 通－３ 計算機ソフトウエア、プログラム理論、プログラミング言語 

 通－４ ディジタル通信、移動体通信、無線信号処理 

 通－５ マルチメディア通信方式、マルチアクセス方式、衛星通信システム 

 通－６ 情報通信ネットワーク、通信システムアーキテクチャ、トラヒック分析・制御 

 通－７ 集積システム設計技術、並列処理アーキテクチャ、集積回路応用 

 通－８ 集積回路工学、集積回路設計技術、LSIアーキテクチャ 

※通－９ ディジタル信号処理、レーダー信号処理 

 通－10 レーダーリモートセンシング工学、レーダー大気物理学、赤道超高層大気物理学 

通－11 光・電波大気計測、赤道大気科学、大気環境計測 

※については、今回は募集しない。 
 

 (オ) 専攻のホームページ 
http://www.cce.i.kyoto-u.ac.jp/ 

 
(カ) TOEFL／TOEIC スコア票提出に関する特例 

(1) 社会人特別選抜の受験者は提出不要。 
(2) 一般の受験者に対してもスコア票提出を免除する場合がある。 
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ⅩⅠ．合 格 者 発 表 
下記日時に掲示するとともに、志願者全員に合否の結果を郵送により通知する。 
（電話等による問い合わせには応じない。） 

入学手続については、平成３１年３月上旬に合格者あて郵送により通知する。 
① 先端数理科学専攻 

日  時：平成３０年７月２０日（金）  午後３時 

場  所：情報学研究科事務室前入試用掲示板（総合研究８号館１階） 

当研究科ホームページにも上記同時刻以降、７月２７日（金）午後３時まで掲載する。 

② 知能情報学専攻、社会情報学専攻、数理工学専攻、システム科学専攻、通信情報システム

専攻 

日  時：平成３０年８月１０日（金）  午後３時 

場  所：情報学研究科事務室前入試用掲示板（総合研究８号館１階） 
当研究科ホームページにも上記同時刻以降、８月１７日（金）午後３時まで掲載する。 
http://www.i.kyoto-u.ac.jp/admission/pass.html（日本語） 

http://www.i.kyoto-u.ac.jp/en/admission/pass.html（英語） 
 
ⅩⅡ．長期履修学生制度について 

就労・育児・介護の事情により、履修期間を最大６年迄延長することを認める制度がある。制

度の適用を希望する場合は、出願に先立ち、平成３０年６月１５日（金）午後５時までに情報学

研究科教務掛へ問合せること。 
 
 
ⅩⅢ．入学料及び授業料 

入 学 料   ２８２，０００円（予定）  ※ 入学時に改定されることがあります。 
         （平成３１年３月末に本学大学院修士課程を修了する者は不要） 
授 業 料   年額 ５３５，８００円（予定） ※ 入学時に改定されることがあります。 

          （国費外国人留学生はいずれも不要） 
 注：授業料については、在学中に授業料が改定された場合には、改定時から新授業料が 

適用されます。 
 

ⅩⅣ．個人情報の取扱いについて 

出願書類等に記載されている氏名、性別、生年月日、住所等の個人情報（成績判定に関する情

報を含む）は、①入学試験の実施、②入学手続き、奨学金制度等、③入学者の受入準備等の目的

において利用します。 
 
【募集要項の請求】 
≪国内からの出願の場合≫ 
募集要項を郵送で請求する場合は、２５０円切手を貼付した返信用封筒（角２サイズ 24cm×

34cm に住所・氏名・郵便番号を明記したもの）を同封のうえ「情報学研究科博士後期課程（4
月期）募集要項請求」と朱書し、【問合せ先】へ請求すること。出願に際しては添付の書類が必要

である。  

なお、海外からの出願の場合のみ当研究科ホームページから入学願書等をダウンロードして出

願することも可能である。 

http://www.i.kyoto-u.ac.jp/en/admission/application.html（英語） 
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【問合せ先】 
    〒606-8501  京都市左京区吉田本町 

       京都大学大学院情報学研究科教務掛（総合研究 8号館） 

メールアドレス: jyoho-kyomu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

TEL (075)753-4894, 5500 

        （時間 平日：午前９時～午後５時〈正午～午後１時を除く〉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年４月 









(School use only)

Examinee's Number

Name

(in the English alphabet)

Examination Voucher

Department

April 2019 Admission to the Doctoral Program 

Graduate School of Informatics, Kyoto University

(Entrance Examination in July and August 2018)

Paste applicant's photo
(4cm x 3cm) here

          (Note)
          Paste a photo of the applicant's upper body (no hat) taken within three months
          prior to application submission.

Notes
- Make sure to bring your examination voucher with you to the examination room and follow the proctor’s
  instructions there.
- The only stationery items that may be used during the examination are as follows:
  pencils, ink pens, ballpoint pens, mechanical pencils, pencil sharpeners, plastic/rubber erasers, rulers,
  clocks and watches (with time functions only).
  Mobile telephones and other items may not be placed on desks.
- The use of dictionaries (including electronic dictionaries) is not permitted.
- For the use of other reference materials, examinees must follow the instructions given by
  the relevant department.
- Examinees arriving late to the examination room will be permitted to enter the examination room
  within the first 30 minutes after the start of each examination.
- For examinees who fail to sit an examination, the score to be given in that subject will be zero.
  Failure to sit an examination in two or more subjects will result in disqualification. Disqualified examinees
  may not sit any further examinations.
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<Contact >(連絡先) 
   Email address(メールアドレス ) 
   Ce l l -phone  number (携帯電話番号 ) 

 Preferred Department 
(志望専攻名) 専攻  

Educational background 
Full name in native language     Nationality   
姓名（自国語） , , （国籍）

 (Family name)    (Given name)   (Middle name) 
Full name in the English alphabet Date of birth（生年月日） 
in BLOCK CAPITALS , ,  Age   Year Month Day
（ローマ字） (FAMILY NAME)     (GIVEN  NAME)     (MIDDLE NAME)  （年齢） （年） （月） （日生）

Name and Address of School 

（学校及び所在地）

Required  
Number of  
years of  
schooling 
（修学年数）

Year and Month of 
Entrance and 
Completion 

（入学及び卒業年月）

Majoring Subject 

（専攻科目）

Diploma or Degree 
awarded 

（学位 資格）

Elementary Education 
（初等教育）

Elementary School 
（小学校）

Name（学校名） years（年） From (year/month) 
（入学）
To (year/month) 
（卒業）

Secondary Education 
（中等教育）

Lower and Upper  
Secondary School 
（中学及び高校）

Name（学校名） years（年） From (year/month) 
（入学）
To (year/month) 
（卒業）

Higher Education 
 （高等教育）
Undergraduate Level 
（大学）

Name（学校名） years（年） From (year/month) 
（入学）
To (year/month) 
（卒業）

Graduate Level 
（大学院）

Name（学校名） years（年） From (year/month) 
（入学）
To (year/month) 
（卒業）

 Total years of schooling above 
（以上を通算した全学校教育修学年数）

years（年） 

〔学歴調書〕
Doctoral Program 
Master’s Program 



(School use only)

Eligible

Not eligible

Department Application Date
year/month/day

Family name Address:

Given name

Middle name

Family name

Given name

Middle name Postal Code:

year/month/day
Telephone Number:

Age*2 (         )

□

Years Attended

Period of Employment

Date 

Educational Institutions Attended (Secondary education onward)

Name of Employer

Qualifications, licenses, and other research activities, etc.

(Notes)
*1 If you have Chinese characters in your name, print this form and write your name legibly in this field.
     Complete the other fields in this form first by typing before printing it out and handwriting your name.
*2 Enter your age as of the application date stated on this form.

Check the box if you have undergone an eligibility screening by the School in the past and
were certified as eligible.

If you need more space to complete the information above (education, employment, qualifications, etc.),
please make more copies of this form and attach them as necessary.

Application Form for Eligibility Screening

Date of Birth

Name in the English
Alphabet

Name in Chinese Characters
*1

April 2019 Admission to the Doctoral Program 

Graduate School of Informatics, Kyoto University



April 2019 Admission to the Doctoral Program  

Graduate School of Informatics, Kyoto University 

[Certifier]  Institution Name:  

Job Title: 

Name:    

To: Dean of the Graduate School of Informatics 

Kyoto University 

Certificate of Research Work

I hereby certify his/her research work as below. 

Name of 

Applicant  

Date of 

Birth 

(School use only) 

Registration 

Number 

Research 

Period 

From (year/month/day) 

To (year/month/day)

Employment Status 

(full-/part-time, job title, etc.) 

Description of the applicant’s research work 

Additional reference information 
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